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近
世
の
類
題
和
歌
集
の
う
ち
、
最
大
と
い
わ
れ
る
『
類
題
鰻
玉
集
』
は
全
国
か
ら
の
応
募
作
品
を
厳
選
し
、
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
編
を
編
集
し
た
の
は
加
納
諸
平
が
若
干
一
九
歳
の
時
、
刊
行
は
四
年
後
の
文
政
二
年
、
二
三
歳
の
折
で
あ
る
。
諸
平
に
つ
い
て
は
山
本
嘉
将
氏
の
『
加
納
諸
平
の
研
究
』
に
く
（
ｌ
）
わ
し
い
。
そ
の
中
に
『
枕
草
子
校
異
』
に
つ
い
て
次
の
一
文
が
見
え
る
。
「
諸
平
が
、
異
常
な
熱
意
を
も
っ
て
取
組
み
、
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
ゐ
る
大
著
と
考
へ
る
の
に
、
没
後
に
こ
の
書
の
消
息
に
つ
い
て
伝
へ
る
も
の
を
見
な
い
。
か
う
し
た
点
を
、
い
さ
さ
か
で
も
解
明
し
た
い
と
考
へ
て
、
主
と
し
て
諸
平
書
簡
か
ら
、
そ
の
著
述
の
種
類
、
意
図
、
（
り
こ
進
行
の
程
度
な
ど
を
た
し
か
め
よ
う
と
す
る
の
が
本
章
の
一
半
の
目
的
で
あ
る
」
と
。
此
の
研
究
が
諸
平
書
簡
の
渉
猟
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
関
西
大
学
図
書
館
に
こ
の
諸
平
研
究
に
は
未
紹
介
の
『
加
納
諸
平
翁
消
息
文
』
（
以
下
関
大
本
と
い
う
）
が
あ
る
。
諸
平
の
養
孫
、
加
納
諸
夫
の
識
語
に
も
あ
る
よ
う
に
加
納
諸
平
・
伴
信
友
の
往
復
耆
簡
で
あ
る
。
諸
平
が
信
友
に
宛
て
た
書
簡
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
必
要
と
す
る
返
事
を
そ
の
行
間
に
朱
で
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
書
簡
は
目
上
の
人
が
返
書
を
認
め
る
時
に
た
ま
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
形
式
に
よ
る
両
人
の
往
復
書
簡
は
、
我
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
園
田
学
園
女
子
大
学
に
一
通
（
以
下
園
田
本
と
い
う
）
、
こ
れ
は
、
そ
の
識
語
を
書
い
た
森
繁
夫
氏
が
推
定
す
る
よ
う
に
天
保
一
四
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
「
考
証
論
究
ニ
わ
た
り
皇
漢
学
の
こ
と
、
歌
学
の
こ
と
、
性
霊
の
こ
と
、
鰻
玉
集
の
こ
と
よ
り
時
代
人
の
動
静
な
ど
に
及
」
ぶ
価
値
あ
る
往
復
書
簡
し
か
も
長
簡
で
あ
る
。
識
語
が
書
か
れ
た
の
は
昭
和
二
年
六
月
六
日
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
「
こ
の
中
の
あ
る
事
項
の
如
き
夙
く
す
で
に
引
レ
ポ
ー
ト
関
西
大
学
所
蔵
「
加
納
諸
平
翁
消
息
文
」
に
つ
い
て
関
西
大
学
図
耆
館
手
紙
を
読
む
会
（
３
）
用
掲
載
せ
る
書
物
さ
へ
見
受
け
っ
」
と
指
摘
す
る
。
あ
る
事
項
と
は
鰻
玉
集
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
未
見
で
あ
る
が
、
大
政
翼
賛
会
和
歌
山
県
支
部
・
和
歌
山
県
立
図
書
館
主
催
の
『
加
納
諸
平
翁
遺
墨
展
観
目
録
』
（
昭
和
一
八
年
五
月
一
・
二
日
）
に
収
載
す
る
加
納
仁
徳
氏
所
蔵
の
「
巻
物
伴
信
友
翁
、
加
納
諸
平
翁
往
復
文
弍
（
’
４
）
（
【
⑰
）
軸
」
及
び
和
中
金
助
氏
所
蔵
の
「
書
簡
加
納
諸
平
、
伴
信
友
往
復
書
壱
巻
」
も
同
じ
形
式
の
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
『
伴
信
友
来
翰
集
』
に
諸
平
の
耆
簡
が
五
通
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
翻
刻
さ
れ
た
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
な
約
束
ご
と
が
あ
る
の
か
凡
例
が
な
い
た
め
に
果
た
し
て
関
大
本
と
同
じ
形
式
の
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
た
だ
そ
の
中
の
一
通
、
天
保
八
年
二
月
一
九
日
付
の
書
簡
の
は
じ
め
に
「
今
日
退
公
少
し
早
く
ゆ
う
／
、
貴
答
を
と
存
候
処
へ
、
奇
よ
み
と
も
来
り
、
（
中
略
）
や
う
／
、
迫
（
６
）
退
け
、
別
紙
朱
耆
入
さ
し
上
申
候
。
尚
又
是
へ
御
答
可
被
下
候
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
同
じ
形
式
の
往
復
書
簡
で
あ
ろ
う
と
察
し
が
つ
く
。
両
人
の
書
簡
の
や
り
と
り
は
返
事
を
必
要
と
す
る
個
所
か
ら
線
を
引
き
、
そ
の
事
項
に
関
す
る
信
友
の
意
見
、
説
明
な
ど
を
加
え
る
効
率
の
よ
い
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
書
簡
が
後
枇
の
研
究
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
加
納
諸
平
が
室
谷
賀
親
に
宛
て
た
書
簡
を
「
加
納
諸
平
文
集
」
一
か
ら
四
ま
で
に
分
類
し
て
七
三
頁
を
費
し
た
『
歌
人
書
簡
集
』
の
編
者
で
あ
る
室
谷
鉄
膓
も
、
序
文
の
な
か
で
、
書
簡
が
史
伝
の
材
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
書
簡
の
発
信
者
、
受
信
者
の
学
識
人
格
は
勿
論
の
こ
と
、
神
道
、
歌
道
等
学
問
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
証
、
意
見
な
ど
を
知
り
得
る
（
（
Ｉ
）
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
書
簡
集
を
発
刊
す
る
次
第
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
諸
平
・
信
友
の
往
復
書
簡
は
、
こ
の
両
人
を
研
究
す
る
上
で
注
側
に
値
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
よ
っ
て
先
ず
は
関
大
本
を
翻
刻
し
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
書
型 ｜
圭
自
詮
恥巻
子
本
写
一
軸
一
八
×
三
○
三
・
四
糎
（
加
納
諸
夫
識
語
二
・
八
×
五
・
六
糎
、
本
紙
一
四
・
八
×
一
二
六
・
二
糎
、
田
中
常
憲
識
語
一
四
・
八
五
×
一
二
四
糎
）
一


関西大学所蔵「加納諸平翁消息又」について
こ
の
書
翰
ハ
往
昔
諸
平
翁
か
疑
問
、
又
ハ
・
尚
々
書
ま
た
は
追
而
書
な
ど
は
一
―字
下
げ
と
し
た
。
異
見
を
指
点
し
信
友
翁
の
高
見
を
徴
せ
し
往
復
文
な
る
こ
と
を
証
明
す
。
口
は
判
読
不
能
、
ま
た
は
推
定
を
示
す
。
19 
-、
18 17 16 
大
正
九
年
五
月
と
し
た
。
・
字
数
・
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
信
友
の
返
沿
は
朱
字
に
代
え
活
字
ポ
イ
ン
ト
を
洛
本
文
に
は
句
訛
点
を
施
し
た
。
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
而
（
て
・
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
f
仮
名
に
改
め
た
。
．
貞
仮
名
及
び
仮
名
の
合
体
字
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
翻
刻
前
掲
(
2
第
荘
九
代
，
ト
多
人
阜
か
ら
第
六
八
代
後
一
条
k
兒
の
各
小
氾
及
1
鉢
よ
リ
成
る
『史
料
（
一
九
丁
）
前
褐
諸
夫
（印）
加
納
諸
平
養
孫
之
（
の
一
四
六
頁
7
（
事
）
哉
（
や
四
0
三
巻
1
録
六
巻
(14)
二
四
頁
一清
少
納
―
i
-
―I
記
校
巽
』
〔
加
納
諸
半
著
〕
塙
保
己
一
等
編
前
掲
(14)
二
四
貞
『枕
平
了
井
J
』
冊
一
冊
宕
崎
文
隆
'1
竿
稿
本
店
崎
文
降
手
写
本
（
一
三
ー
四



